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　本研究では，ペルチェ素子を用いた後頚部の局部体冷
却を実施し，持続的な精神作業中の温度感覚，温熱快適
感，疲労感，混乱度，平均皮膚温，耳内温等の面から，
集中力や認知機能にどのような影響を与えるかを明らか
にすることを目的とした。実験は，7名の男子大学生を
対象に，室温25℃および35℃，湿度60％ RHの環境下
で，冷却なしと冷却ありの 2条件を比較検討した。結果
として，局所冷却は体温に影響を与えないことが示唆さ
れた。また，室温25℃の条件では反応時間の短縮が示
された。一方，主観的な疲労度および混乱度から，室温
35℃の条件での疲労度の軽減傾向が示された。これらの

結果から，ペルチェ素子による後頚部の局部冷却が精神
作業能に有効である可能性が示唆された。
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